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　前回に引き続き，孔井用傾斜計による地殻傾斜の連続観測結果について報告する。観測点の
配置を第 1 図に示す。傾斜計 2 成分は，通常，東西と南北方向に設置してあるが，深層 3 井

（ＩＷＴ，ＦＣＨ，ＳＨＭ）及びＣＫＲの 2 成分（Ｘ，Ｙ）は第 2 図に示す方向に設置してあ
る。観測点をブロックに分割し（第 1 図のⅠ～Ⅴ），各ブロック別に傾斜毎時値及びそのブロ
ックの代表点における日降水量を，第 3 図に示す。
　ＨＤＡのＮＳ，ＥＷ両成分とも以前から計器の短周期ノイズと見られる変化が多かったが，
10 月初め頃から特に顕著になった。ＪＩＺのＥＷ成分において，10 月上旬頃までドリフトが
大きいが，これは計器の設置状況が原因である。
　ＥＮＺ　ＮＳ，ＥＷともに 8 月 15 日頃からドリフトが変化しているが，原因は不明である。
ＥＷ成分において 10 月 12 日～ 20 日頃に異常な変動が見られるが原因は不明である。ＹＭＫ
ＮＳ，ＥＷでは 8 月 25 日頃からドリフト変化がみられるが，原因はわからない。ＡＫＷのＥ
Ｗ成分は，3 月の再設置後のドリフトが次第に収束している。ＮＳ成分は 9 月 15 日頃から現
地地上部計器（ヒューズ）の不調のため気温変化の影響が大きい。
　ＯＳＭ　ＮＳ，ＥＷにおいて 8 月 20 日頃からドリフトが変化している。火山活動に関係して
いるかもしれないが，詳細は不明である。更にまた 10 月 20 日ごろドリフトの変化がみられる。
ＣＨＳのＮＳ成分の 5 月～ 6 月 7 日頃まで現地地上部計器（ヒューズ）の不調によって気温変
化による影響が卓越していたが，修理によって正常に復した。
　ＦＣＨのＸ成分の 10 月 3 日前後の変化は原因不明である。ＩＷＴのＸ成分の 5 月～ 9 月は
計器不調で欠測が多い。Ｙ成分は同期間ノイズが多く観測状態が良くない。また 10 月から計
器を引上げたため欠測している。ＳＨＭのＹ成分の 5 月 20 日頃の変動は現地記録計の調整に
ともなって生じたものと考えられる。
　伊豆半島伊東沖では 7 月下旬から 8 月頃にかけて群発地震活動が顕著だがＪＩＺ，ＨＤＡ，
ＳＭＤ，ＣＫＲ等近傍の傾斜観測点には特に異常な活動がみられない。
　7 月 23 日頃からＣＨＳ　ＮＳ，ＥＷ，ＯＳＭ　ＮＳ，ＥＷ，ＦＣＨ　Ｙのドリフト変化が
みられるが，原因は不明である。

（関口渉次・島田誠一）
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第 1 図　　地殻傾斜観測点の分布と地域分割
Fig. 1　Distribution of crustal tilt observation stations, which are divided into five groups.

第 2 図　深層及び中層井の傾斜計の設置方位

Fig. 2　Orientations of deep borehole tiltmeters.
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Fig. 3　Hourly sampled data of crustal tilt (E : coseismic tilt step, T : instrumental trouble, C : offset correction,
? : unusual change caused by unknown origin).

第 3 図　地殻傾斜毎時値（E：地震時の衝撃による変化，T：計器類故障，
Ｏ：オフセット補正，？：原因不明の異常変化）
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第 3 図　つづき

Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)
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Fig. 3　(Continued)

―202―



第 3 図　つづき

Fig. 3　(Continued)
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